
③ジョイントテープ

　【同梱品】

●ご使用前に、同梱品がすべて入っているかご確認ください。

　　　アンカー、全ねじボルト・ナットは付属しません。
　　　Ｗ1/2 または Ｍ１２ をご使用下さい。
　　　Ｗ3/8 または Ｍ１０をご使用の場合には
　　　座金２枚が必要です。

同梱品一覧

この度は当社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 施工の前に必ず本施工要領書を読み、正しく施工してください。

ジョイントテープの巻き方

②モエナインＳ（延焼防止材）下部のテープ代（15mm）
　と立て管被覆材とをまたいで、③ジョイントテープ
　（幅40mm）を１周以上巻いてください。

滑剤の塗布について

●上部立て管と継手本体受口の
　ジョイントテープ巻き

①継手本体　　②モエナインS（延焼防止材）　　③ジョイントテープ（40×900mm）

【別売】
ジョイントテープ
　（60×600mm）

【任意】

ご注意
ジョイントテープは引き伸ばさずに巻いてください。引き伸ばして貼ると、施工後縮む恐れがあります。

立て管にジョイントテープ(幅60mm）が
30mmかかるように１周以上巻いてください。

【必須】　●モエナインＳ（延焼防止材）と
　　　　　　　下階立て管のジョイントテープ巻き

　　　　継手下部直管部とモエナインＳの
　　　　ゴムリング内面にシール性滑剤を
　　　　塗って接続してください。

　（40×900mm）

上部立て管接続部のジョイントテープは、
施工中上階からの雨水降り込み対策に
効果があります。

吊りボルトについて
　Ｍ．ＣＰ６０Ｓ　１００　　　　Ｍ．ＣＫ６０Ｓ　８０
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 施工手順

立て管（音ナインVP）の被覆材を、
一方の端面から上下の呑込代の
合計分（呼び径100：130mm
75：120mm）だけ片側にスライ
ドさせ、裸管側の管端から菅裁断
長の位置で被覆材ごと切断する。

裸管部（上）に呑込代（呼び径100：
65mm、75：55mm）をマーキング
する。裸管部（下）に呑込代（呼び径
100、75とも：65mm）をマーキン
グする。

呑込代の内訳
呼び径100：（50+15）mm
呼び径75：（40+15）mm 
(15mmはテープ代)

モエナインSのソケット内面と裸管
部（上）の外周面に接着剤を塗ってか
ら、マーキング線まで挿入接着する。
管有効長＝管裁断長＋GG
ソケットと立て管との接続部を、
ジョイントテープ（幅40mm）で
1周以上覆う。

下階のモエナインSCPの上部受
口と、立て菅の裸管部（下）に
COREソープを均一に塗布し、
マーキング線が隠れるまで挿入
する。

❶立て管の裁断 ❷呑込代のマーキング ❹立て管の挿入

スラブ開口の下側から裏当て材
を当てて、モエナインSCPと開口
部
る。裏当て材はモルタルが硬化
後取り外す。
モルタルは、セメント：砂＝1：3（容
積比）

横枝管受け口にはVP管、音ナイ
ンVP、エキセンブッシュを接続
できる。横枝管は、予め記したマ
ーキング線(管端から58mm)の位
置まで挿入する。
エキセンブッシュの箱に記載され
た「施工手順」及び「施工上のご
注意」を守って施工すること。

❻モエナインSの位置決め ❽横枝管の接続❼スラブ開口の埋戻し
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水とくらしのグッド・パートナー

使用上のご注意

●継手下部直管部およびモエナインSのパッキン部の汚れを取り除き、双方にシール性滑剤を均一に塗ってから挿入接続してください。
●横枝管の施工に滑剤を用いる場合は、管の抜け出しを防止するため横枝管を必ず支持してください。●各接続部は漏れのないように、確実
に施工してください。●モエナインSCPに挿入するパイプは端部を必ず面取りし、マーキングにより挿入深さを確認してください。●延焼防止
材は分解しないでください。●延焼防止材は、落下等により変形したものは使用しないでください。●物件毎に所轄の消防にご確認ください。
●上階からの雨水の降り込みや、段付きスラブ等に雨水を溜めないよう雨仕舞を行ってください。●モエナインS本体はCPSセッタ又は
DJセッタを、脚部継手本体はLS40Hを用いて正しく支持してください。CPSセッタ、DJセッタおよびLS40Hを用いない場合は、お客様の責任で
施工してください。●M.LJSシリーズは、継手下部に直接挿入し、LS40H及びM.LJS用吊りバンドを用いて確実に支持して施工してください。

の立て管には、 をご使用ください。

記載内容は不断の研究改良により予告なく変更させていただく場合がありますのでご了承ください。
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寸法表
MH.CP60S
継手被覆なし

M.CP60S
継手被覆あり

マーキング線
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裸管部（下）
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立て管種

●

■エキセンブッシュ(EMB)を挿す場合

■横枝管を直接挿す場合

呼び呼び
  110000
      8080

立て管を直立させ芯出しを行った
後、立て管上端部に取り付けた延
焼防止材を、スラブ下面に設けた
アンカーから全ねじボルトで係止
する。

❺立て管の配管

モエナインS 
（延焼防止材）

立て管
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ボルト

W1/2,M12

上部受口
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下階
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ジョイントテープ不要

マーキング線

CPSセッタ* アンカー

係止耳
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横枝管
VP

●　音ナインVP
マーキング線

ジョイントテープ不要

( )は呼び80用

φ209
（φ182）

250（230）
マーキング線

裏当て材

埋戻し
モルタル

単位：mm

260* 
全ねじボルト
W1/2,M12 

＊裸仕様用はDJセッタ
呼び100：292mm
呼び  80：272mm

モエナインSのパッキンと継手下部
直管部にシール性滑剤を均一に塗
り、継手下部端面から65mmの位
置に引いたマーキング線の位置ま
で挿入し、接続する。
係止耳に当接する位置に支持金具
を取り付け、横枝管受口の芯高さが
上表の寸法Hになる位置に全ねじ
ボルトで係止する。

支持金具 
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